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特集

みんなで守ろう私たちの路線バス
環境基本条例を施行
9月10日は下水道の日
「敬老の日」記念行事



2004/SEPTEMBER/1 2

周
しゅう

南
なん

市
し

には、中
ちゅう

央
おう

図
と

書
しょ

館
かん

、新
しん

南
なん

陽
よう

図
と

書
しょ

館
かん

、福
ふく

川
がわ

図
と

書
しょ

館
かん

、熊
くま

毛
げ

図
と

書
しょ

館
かん

、鹿
か

野
の

図
と

書
しょ

館
かん

があり、持
も

っている本
ほん

は約53万
まん

冊
さつ

にもな

ります。

現
げん

在
ざい

、各
かく

図
と

書
しょ

館
かん

は、たくさんの本
ほん

を管
かん

理
り

するために、それぞれコンピューター

を使
つか

っています。来
らい

年
ねん

1月
がつ

からは、5つの

図
と

書
しょ

館
かん

に新
あたら

しいコンピューターを置
お

き、

回
かい

線
せん

を結
むす

んでやりとりができるようにし

ます。そうすると、図書館
としょかん

カード1枚
まい

で、

どの図書館
としょかん

の本も、借
か

りたり、返
かえ

したり、

予
よ

約
やく

ができるようになって、とても利
り

用
よう

しやすくなります。また、移
い

動
どう

図
と

書
しょ

館
かん

のや

まびこ号
ごう

となかよし号
ごう

でも使
つか

えます。

ところで、本市
ほん し

の図
と

書
しょ

館
かん

の本
ほん

は、「日
に

本
ほん

十
じっ

進
しん

分
ぶん

類
るい

法
ほう

」という日
に

本
ほん

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な分
ぶん

類
るい

法
ほう

で並
なら

んでいます。本
ほん

の背
せ

に

は、シールがはってあり、文
ぶん

学
がく

、自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

などの分
ぶん

類
るい

別
べつ

に数
すう

字
じ

など

が書
か

かれています。これは、分
ぶん

類
るい

記
き

号
ごう

といい、本
ほん

の住
じゅう

所
しょ

のような

ものです。この分
ぶん

類
るい

記
き

号
ごう

によって

本
ほん

を探
さが

したり、元
もと

にあった棚
たな

に戻
もど

すことができるのです。

みなさんが、図
と

書
しょ

館
かん

で利
り

用
よう

で

きる新
あたら

しいコンピューターは、そ

の「日
に

本
ほん

十
じっ

進
しん

分
ぶん

類
るい

法
ほう

」で5つの図
と

書
しょ

館
かん

の

本
ほん

全
ぜん

部
ぶ

を簡
かん

単
たん

に探
さが

せるほかに、本
ほん

の名
な

前
まえ

がはっきりし

ない時
とき

でも探
さが

せます。見
み

や

すい配
はい

色
しょく

、大
おお

きなボタンな

ど、すべての人
ひと

に使
つか

いやすいように考
かんが

え

られた画面
がめ ん

は、小学生
しょうがくせい

にも分
わ

かりやすく

使
つか

えます。いろいろな調
しら

べものをする時
とき

など、たいへん役
やく

立
だ

つでしょう。

また、インターネットを利
り

用
よう

すれば、家
か

庭
てい

にあるパソコンからでも市
し

内
ない

の図
と

書
しょ

館
かん

にある全
すべ

ての本
ほん

を、探
さが

したり、予
よ

約
やく

したり

できるようになり、ますます便
べん

利
り

に本
ほん

を

選
えら

ぶことができます。

この事
じ

業
ぎょう

について、詳
くわ

しくはお問
と

い合
あ

わせください。

中央図書館 10834―22―8682

●休日夜間急病診療所の案内など……………10834－22－0119

●熊毛地区休日当番医の案内…………………10833－92－0029

●消費生活相談…………………………………10834－22－8321

●子育ての悩み相談…徳山／10834－22－8553、新南陽／10834－61－

3091、熊毛／10833－92－0013、鹿野／10834－68－2332

●交通事故相談（周南警察署内）……………… 10834－32－4530

（周南西警察署内）…………… 10834－62－0110

●市民相談 ※生活上の悩み事など……………10834－22－8320

電話いんふぉめーしょん　表紙のことば

里四熊奉納こども相撲が、８月６日（金）に徳山地域の四熊公民

館で行われました。この相撲は、疫病退散や豊作を願い、天保６年

（1835年）から続いているもの。この日

のために作られた土俵で、地元や帰省

してきた子どもたち15人が、個人戦や３

人勝ち抜きなど、持てる力を出し切って

競い合いました。見守る地域の皆さん

からは惜しみない声援が送られました。

今
いま

、市
し

内
ない

の5つの図
と

書
しょ

館
かん

では、

市
し

内
ない

のどこの図
と

書
しょ

館
かん

に行
い

っても使
つか

える、新
あたら

しい図
と

書
しょ

館
かん

カードを発
はっ

行
こう

しています。みんなが、便
べん

利
り

に図
と

書
しょ

館
かん

の本
ほん

を借
か

りることができるように

新
あたら

しいコンピューターシステムも

準
じゅん

備
び

中
ちゅう

です。今
こん

回
かい

はこの図
と

書
しょ

館
かん

システムについて説
せつ

明
めい

します。

５
館か

ん

の
本
を
一い

ち

度ど

に
探さ

が

せ
る

「
図
書
館

と
し
ょ
か
ん

シ
ス
テ
ム
統
合
事
業

と
う
ご
う
じ
ぎ
ょ
う

」

カードの絵は、本市出身の詩人まど・
みちおさんが描いた「ぞうさん」です



3 2004/SEPTEMBER/1

自
家
用
車
を
１
家
に
１
台
以
上
持
つ

時
代
に
な
り
、「
路
線
バ
ス
に
は
、当
分
乗

っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
的
に
、昭
和
40
年
ご
ろ
に
輸
送

人
員
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
路
線
バ
ス
は
、

そ
の
後
の
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
で
利

用
者
が
激
減
し
、国
や
県
、市
町
村
が
補

助
金
を
出
し
合
っ
て
そ
の
存
続
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
で
は
、国
の
財
政
難
も
あ

っ
て
路
線
バ
ス
へ
の
補
助
制
度
は
、地
方

の
負
担
が
増
加
す
る
内
容
へ
と
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

自
家
用
車
を
利
用
し
な
い
人
に
と
っ

て
路
線
バ
ス
は
、欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

移
動
手
段
で
す
。ま
た
、公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
や
環
境
を
守
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

今
回
は
、お
年
寄
り
や
学
生
な
ど
の

日
常
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
と

し
て
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
家
用
車
を
１
家
に
１
台
以
上
持
つ

時
代
に
な
り
、「
路
線
バ
ス
に
は
、当
分
乗

っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
的
に
、昭
和
40
年
ご
ろ
に
輸
送

人
員
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
路
線
バ
ス
は
、

そ
の
後
の
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
で
利

用
者
が
激
減
し
、国
や
県
、市
町
村
が
補

助
金
を
出
し
合
っ
て
そ
の
存
続
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
で
は
、国
の
財
政
難
も
あ

っ
て
路
線
バ
ス
へ
の
補
助
制
度
は
、地
方

の
負
担
が
増
加
す
る
内
容
へ
と
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

自
家
用
車
を
利
用
し
な
い
人
に
と
っ

て
路
線
バ
ス
は
、欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

移
動
手
段
で
す
。ま
た
、公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
は
、エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
や
環
境
を
守
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

今
回
は
、お
年
寄
り
や
学
生
な
ど
の

日
常
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
と

し
て
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
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本
市
は
現
在
、バ
ス
会
社
が
不
採
算
路
線
、ま

た
は
廃
止
路
線
と
し
て
い
る
35
路
線
に
補
助
金

を
支
出
し
、沿
線
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

補
助
金
は
年
々
増
加
し
、平
成
16
年
度
予
算

で
は
１
億
円
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
バ

ス
路
線
の
維
持
や
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検

討
な
ど
、生
活
交
通
の
確
保
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●生活バス路線（表―1） 欠損額・市補助金の単位は、千円

路線系統 キロ 運行回数 欠損額 市補助金額

国庫補助対象路線（2系統） 小計 1,547

徳山駅前～新南陽駅経由鹿野 29.1 11.3 3,192 367

徳山駅前～矢地峠経由高瀬（新南陽） 23.8 4.4 3,709 1,180

単県補助対象路線（14系統） 小計 34,534

下松駅前～花岡経由魚切（熊毛） 21.0 1.0 2,738 ※304

下松駅前～記念病院経由魚切（熊毛） 24.2 2.0 5,212 ※502

下松駅前～夢ケ丘団経由鶴見台団地（熊毛） 16.9 1.0 2,113 ※1,025

下松駅前～久保団地経由鶴見台団地（熊毛） 15.3 2.9 3,311 ※1,428

徳山駅前～横川 18.2 1.9 2,713 2,713

徳山駅前～間上 10.0 2.7 2,550 2,550

徳山駅前～中野 18.5 1.5 2,415 2,415

徳山駅前～四熊 14.0 1.9 2,868 2,868

徳山駅前～奥四熊 14.8 4.8 5,578 5,578

徳山駅前～矢櫃 13.8 4.0 1,767 1,767

徳山駅前～大谷経由堀 29.2 2.0 1,774 ※1,124

徳山駅前～長田海浜公園 12.1 6.0 7,057 7,057

堀（徳地町）～徳山駅前 28.3 0.9 708 ※442

徳山駅前～湯野経由堀（徳地町） 35.5 3.0 6,787 ※4,760

市単独補助対象路線（5系統） 小計 19,582

徳山駅前～粭島 15.5 9.3 8,170 8,170

徳山駅前～奈切 6.8 5.5 4,299 4,299

徳山駅前～須金局前 31.8 5.0 1,991 1,991

須金局前～徳山駅前 32.4 5.0 4,968 4,968

菅野～須金局前 9.4 0.2 154 154
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●熊毛総合支所 
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路
線
バ
ス
の
公
共
性
か
ら
、ま
た
地

域
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
バ
ス
路

線
の
維
持
、確
保
を
図
る
た
め
、市
で
は

国
や
県
と
役
割
分
担
を
し
、バ
ス
事
業

者
に
対
し
て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

主
要
路
線
な
ど
収
益
性
の
良
い
路

線
に
つ
い
て
は
、バ
ス
事
業
者
が
自
主
運

行
を
し
て
い
ま
す
が
、収
益
性
の
悪
い

路
線
で
は
路
線
を
維
持
す
る
た
め
、バ

路
線
バ
ス
の
運
行
に
対
す
る

補
助
金
の
基
準
は

表―1・2の見方 バス路線が複数の市町村に

またがって延びる場合は、各市町村内のキロ

数に応じて、補助金を案分します。表―1、表

―2の※は、本市が負担する補助金額です。
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地方路線バス路線維持対策補助金 

廃止路線代替バス運行補助金 

●市が負担する補助金の推移（図―1）

市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル市内路線バスの起点となるＪＲ徳山駅前のバスターミナル

みんなで守ろう私たちの路線バス
地方バス路線維持対策事業
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現
在
、本
市
が
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対

策
事
業
と
し
て
補
助
金
を
支
出
し
て
い

る
バ
ス
路
線
は
、表
―
１
の
生
活
バ
ス
路
線

が
21
路
線
、表
―
２
の
廃
止
路
線
代
替
バ

ス
路
線
が
14
路
線
の
計
35
路
線
あ
り
ま

す
。市

が
支
出
し
て
い
る
補
助
金
の
３
年

間
の
推
移
は
、図
―
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、平
成
16
年
度
予
算
で
は
、実
に
１
億

円
近
く
に
ま
で
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

●
生
活
バ
ス
路
線

山
口
県
生
活
バ
ス

交
通
協
議
会
に
お
い
て
、地
域
住
民
の

日
常
生
活
に
必
要
な
バ
ス
交
通
と
し

て
、維
持
、確
保
が
認
め
ら
れ
た
バ
ス
路

線
●
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
路
線

路
線
バ

ス
事
業
者
が
運
行
す
る
バ
ス
路
線
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、市
町
村
が

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る

バ
ス
路
線

日
常
の
生
活
交
通
の
維
持
・
確
保
に

約
１
億
円

35
路
線
へ
の
補
助
金
額
が

年
々
増
加

●廃止路線代替バス路線（表―2） 欠損額・市補助金の単位は、千円

路線系統 キロ 運行回数 欠損額 市補助金額

光市役所前～三丘経由筏場（熊毛） 14.7 3.5 4,816 ※1,671

光市役所前～兼清（熊毛） 12.4 4.0 4,504 ※1,017

光市役所前～魚切（熊毛） 23.5 4.0 8,114 ※4,419

魚切（熊毛）～高水駅 9.0 0.4 242 242

診療所前（鹿野）～葉の内 13.4 1.6 2,403 2,403

鹿野～葉の内 11.9 0.8 1,194 1,194

診療所前（鹿野）～金峰 14.6 1.6 2,690 2,690

鹿野～金峰 13.1 0.8 1,316 1,316

診療所前（鹿野）～米山 11.7 1.6 2,033 2,033

鹿野～米山 10.2 0.8 1,070 1,070

診療所前（鹿野）～上坂根 7.5 0.8 732 732

鹿野～上坂根 6.0 0.8 588 588

診療所前（鹿野）～仁保津 7.0 1.6 1,489 1,489

鹿野～仁保津 5.5 0.8 537 537

全14系統 合計 21,401

ス
事
業
者
の
赤
字
分
を
補
助
し
て
い
ま

す
。補

助
の
内
容
や
要
件
は
、国
や
県
、対

象
路
線
の
実
態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、例
え
ば
山
口
県
の
生
活
バ
ス
路
線

対
策
事
業
費
補
助
金
に
は
、次
の
よ
う

な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

●
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る
も
の

●
路
線
が
10
D
以
上
の
も
の

●
１
日
当
た
り
の
輸
送
量
が
１
〜
１
5

0
人
の
も
の

●
平
日
の
１
日
当
た
り
の
運
行
回
数
が

１
回
以
上
の
も
の
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●バスの誕生はパスカルから 現在の路線バ

スの原点である「だれでも利用できる乗合馬

車の交通システム」を世界で最初に考え出し

たのは、17世紀のフランスの哲学者パスカ

ルだったと言われています。

●バスは、みんなのもの 1828年、パリに誕

生した「オムニバス社」が、乗合馬車で市内路

線の運行を開始しました。「オムニバス」はラ

テン語で「万人向き（みんなのもの）」という

意味があります。翌年ロンドンでもバス会社

がつくられ、バスという名称は、このオムニバ

スをロンドンっ子たちが省略したニックネー

ムが定着したものだと言われています。

環
境
に
も
優
し
い
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を

大
切
な
市
民
の
足
を
守
る
た
め
に
、

新
た
な
交
通
体
系
の
整
備
を

市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
は
、防
長
交
通

1
が
運
行
し
て
い
て
、同
社
が
運
営
す
る

乗
合
バ
ス
事
業
は
、地
域
住
民
に
と
っ
て

必
要
な
生
活
の
移
動
手
段
と
し
て
成
長

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
路
線
バ
ス
を
利
用

す
る
人
は
、ピ
ー
ク
時
の
昭
和
39
年
に
は

年
間
５
２
０
０
万
人
に
達
し
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、こ
の
年
を
境
に
、自
家
用
車

の
普
及
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
の

要
因
に
よ
り
、年
々
利
用
者
が
減
少
し
、

平
成
15
年
度
の
路
線
バ
ス
の
利
用
者
は

年
間
７
５
０
万
人
で
、ピ
ー
ク
時
の
約
７

分
の
１
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交

大
切
な
バ
ス
路
線
も
、利
用
す
る
人
が

い
な
け
れ
ば
、補
助
金
を
支
出
し
て
維
持

す
る
こ
と
も
困
難
に
な
り
ま
す
。
前
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
た
35
路
線
の
平
均
乗
車
密

度（
始
点
か
ら
終
点
ま
で
平
均
し
て
常
時

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
数
）は
、約
１
人
か

ら
５
人
で
す
が
、こ
れ
も
年
々
、減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

環
境
に
も
や
さ
し
く
、ま
た
交
通
渋
滞
の

緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、路

線
バ
ス
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
山
間
部
な
ど
で
過
疎
化
が
進
み
、

過
疎
地
域
の
バ
ス
路
線
は
、採
算
が
合
わ

な
い
赤
字
路
線
と
し
て
、バ
ス
会
社
の
経

営
を
圧
迫
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
路
線
バ
ス
は
、都
市
部
に
お
い

て
は
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る

公
共
交
通
機
関
で
あ
り
、ま
た
過
疎
地

域
に
お
い
て
は
、自
家
用
車
を
利
用
で
き

な
い
学
生
や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者

に
と
っ
て
は
、か
け
が
え
の
な
い
公
共
交
通

機
関
で
あ
り
、バ
ス
路
線
の
維
持
、確
保
は

地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
も
大
切
な
問
題
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
市
で
は
、公
共
交

通
機
関
と
し
て
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め
に
、バ
ス
事

業
者
に
対
し
て
補
助
金
を
支
出
し
、路

線
の
維
持
・
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

通
対
策
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
も
旧
２

市
２
町
で
、い
ろ
い
ろ
な
方
策
が
取
り
組

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

合
併
後
の
本
市
は
、県
内
で
は
最
も
広

い
市
域
を
有
し
て
い
ま
す
。
市
域
の
一
体

● バ・ス・物・語 ●

路
線
バ
ス
の
輸
送
量
は

ピ
ー
ク
時
の
7
分
の
1
に

市
生
活
交
通
活
性
化
委
員

会
を
設
置

路
線
バ
ス
の

積
極
的
な
利
用
を

みんなで守ろう私たちの路線バス
地方バス路線維持対策事業
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生活交通活性化委員会は、ひっ迫した行財政改革と交

通弱者対策という、相反する課題に解決策を見出すこと

を目的としていて、非常に困難な問題を抱えていると思

います。

委員会は、各分野から15人の委員で構成されていま

すから、さまざまな分野を代表する皆さんのお知恵を十

分に出していただきながら、議事を進めていきたいと考

えています。

委員の任期は、平成17年度末まで約2年間です。今後

は、中山間地域など公共交通機関の空白地帯に対象を絞

ったアンケートの実施や、先進事例の研究などを行い、利

用対象者のニーズを十分把握した上で、最少の費用で最

大の効果が得られる対策の提言を、委員会でまとめてい

きたいと考えています。

最
少
の
費
用
で

最
大
の
効
果
を

性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
路
線
バ
ス
の
問

題
は
、市
内
全
域
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、生
活
交

通
の
維
持
、確
保
及
び
活
性
化
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め「
周
南
市
生
活
交
通
活
性
化
委
員
会
」

を
、８
月
初
旬
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
15
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
の
皆
さ
ん
は
、交
通

事
業
者
、学
識
経
験
者
、旧
２
市
２
町
か

ら
各
１
人
の
公
募
市
民
、ま
た
障
害
者
父

母
の
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
幅

広
い
団
体
の
関
係
者
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。委

員
の
皆
さ
ん
に
は
、今
後
、本
市
の

生
活
交
通
を
活
性
化
す
る
た
め
の
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
、検
討
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、本
委
員
会
の
審
議
の
様

子
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
//w
w
w
.

city
.sh
u
n
an
.y
am
ag
u
ch
i.jp
/

）で
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
路

線
バ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
は
、幹

線
道
路
の
渋
滞
問
題
の
緩
和
や
、自
動

車
の
排
気
ガ
ス
の
排
出
量
の
軽
減
に
つ
な

が
り
、環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、今
後
も

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
市
で
は
、市
生
活
交
通
活
性
化

委
員
会
の
中
で
、路
線
バ
ス
の
維
持
対
策

な
ど
に
つ
い
て
協
議
、検
討
さ
れ
た
提
案

事
項
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、市
交
通
問

題
検
討
会（
本
市
の
交
通
問
題
を
協
議

検
討
す
る
た
め
に
昨
年
８
月
、市
の
関
係

部
課
長
で
組
織
さ
れ
た
組
織
）の
中
で
、

話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

企
画
調
整
課
1
０
８
３
４
―

22
―
８
４
７
８

市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会市生活交通活性化委員会

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

交
通
体
系
を
検
討

市生活交通活性化委員会

会長 古
ふる

田
た

健
けん

一
いち

さん（徳山高専助教授）

会

長か
ら　ひ　と　言

・ 
・ 
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8月8日、新南陽地域の長田海岸
で、「サンドフェスタin長田」が行わ
れ、子どもたちが、旗うばいやスイ
カ割りを楽しみました。中でもしり
相撲大会では、お尻を突き出す選
手たちに、大きな笑いと声援が送
られていました。

どっちのお尻が強い？

新南陽 

水生生物で清流を確認

石
城
山
県
立
自
然
公
園
の
一

角
に
あ
る
黒
岩
峡
で
、７
月

29
日
に
水
辺
の
教
室
が
開
か
れ
、58

人
の
親
子
が
水
生
生
物
を
採
集
し

た
り
川
の
水
質
を
調
べ
ま
し
た
。
黒

岩
峡
は
、島
田
川
の
支
流
の
一
つ
で
、

清
流
に
磨
か
れ
た
花
こ
う
岩
の
岩
肌

が
優
し
い
印
象
を
与
え
、夏
場
は
涼

を
求
め
て
水
遊
び
に
大
勢
の
親
子
連

れ
が
訪
れ
ま
す
。こ
の
日
は
、サ
ワ
ガ

ニ
な
ど
、き
れ
い
な
川
に
生
息
す
る

生
き
物
を
見
つ
け
て
喜
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

熊毛 

身近に感じた動物園

動
物
舎
の
清
掃
や
え
さ
作
り
、

え
さ
や
り
な
ど
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
動
物
園
の
動
物
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、夏

休
み
中
に
３
回
「
動
物
園
の
ド
キ
ド

キ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
初
日
の
７
月
28
日
に
は
、市

内
全
域
か
ら
小
学
５
・
６
年
生
の
20

人
が
参
加
。２
班
に
分
か
れ
て
、マ
ル

ミ
ミ
ゾ
ウ
や
キ
リ
ン
に
手
渡
し
で
え

さ
を
与
え
た
り
、み
ん
な
で
協
力
し

て
動
物
舎
を
清
掃
し
た
り
と
、貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

徳山 

夏
の
夜
を
満
喫

サンフェスタしんなんようが、８月７日に新

南陽駅通り周辺を会場にして開催さ

れ、約７5,000人の皆さんが訪れました。市中

パレードを皮切りにスタートし、子ども・企業み

こしなどが祭に花を添えます。若者が威勢良

く担ぐやぐらの上に中学生２人が乗り、太鼓

を打ち鳴らす「もみ太鼓」が会場内を練り歩

くころには、会場の雰囲気は最高潮。祭の終

わりには、永源山公園から約2,000発の花火

が打ち上げられ、夏の空を彩りました。
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幻想的な火の祭

大
河
内
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、８
月
７
日
に
、
大
河
内

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
が

落
ち
る
と
、こ
の
地
区
に
伝
わ
る
伝

統
行
事
「
柱
松

は
し
ら
ま
つ

」
の
始
ま
り
で
す
。

柱
松
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、火
の

付
い
た
た
い
ま
つ
を
、ぐ
る
ぐ
る
回
し

て
勢
い
を
つ
け
、高
い
柱
の
上
に
付
け

ら
れ
た
か
ご
を
め
が
け
、投
げ
入
れ

ま
す
。
う
ま
く
投
げ
入
れ
ら
れ
火
が

付
く
と
、か
ご
の
中
か
ら
は
、火
の
粉

や
花
火
が
飛
び
出
し
、会
場
は
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

熊毛 

み
ん
な
で
楽
し
む
水
泳

永源山公園プールで、8月8日、永源山

水上フェスタが行われました。合併後、

初めての市民水泳大会とあって、各地域か

らたくさんの人が参加。照りつける太陽の下

で水しぶきを上げながら、それぞれがタイムを

競いました。競泳の後、午後からは、水中宝

さがしや、水中球ひろい、アクアビクスなどの

アトラクション競技もあり、障害者も含めた全

員がふれあいを深めました。

新南陽 

富田東
とんだひがし

地区※新南陽地域

富田東地区は、新南陽地域の東部にあたり、
町並みが徳山地域とつながっています。JR新
南陽駅の北側には商店街があり、近年、大型
店舗やマンションなども建築され、住環境に恵ま
れた地区です。
この地区の東側を流れる富田川は、ニシキゴ
イが泳ぐ川として地元の皆さんに親しまれてい
ます。また有志から成る「富田川を美しくする
会」の皆さんにより、川岸のツツジの手入れなど
により、川のある風景が大切に守られています。
地区の北側の永源山公園には、市のシンボ

ルの１つ「ゆめ風車」や郷土美術資料館などが
があり、市内外から多くの皆さんが訪れていま
す。新南陽駅から永源山公園に向かう途中の
「ゆめ風車通り」には、地元の皆さんが設計に関
わったポケットパークがあり、町並みにとけ込ん
だ雰囲気に、道行く人も思わず足を止めます。
また、自治会会館やコミュニティ会館を拠点と
した、コミュニティ活動も盛んな地区です。

でーたふぁいる
●人口／約11,350人　●世帯／約4,550世帯

「ゆめ風車の
ふもとの町」
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■
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
遺
物
群

県
道
徳
山
本
郷
線
を
向
道
湖
か
ら
約

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
鹿
野
地
域
の
金み

峰た
け

菅
蔵
に
、市
指
定
文
化
財
「
石
造
塔
碑

遺
物
群
」
が
あ
り
ま
す
。
菅
蔵
は
山
岳
信

仰
の
修
験
者
な

ど
が
開
拓
し
た

地
と
い
わ
れ
、

金き
ん

峰ぽ
う

山ざ
ん

の
東
側

中
腹
に
位
置

し
、
今
で
も
標

高
約
４
０
０
メ

ー
ト
ル
の
山
間

に
棚
田
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
棚
田

の
そ
ば
に
、地
元
の
開
拓
者
や
有
力
者
な

ど
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
４
つ
の
遺
物
が
、木
々
に
埋
ま
る

よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、生
涯
学
習
指
導
員
の
原は

ら

田だ

明
あ
き
ら

さ
ん
に
、こ
の
遺
物
群
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
4
つ
の
遺
物

宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

こ
の
塔
は
、室
町
時
代
初
期

の
も
の
で
す
が
、塔
身
部
と
相

輪
部
が
失
わ
れ
て
い
て
、完
全

な
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防ぼ

う

長
ち
ょ
う

風ふ
う
土ど

注
ち
ゅ
う

進し
ん

案あ
ん

に
は
、金み

峰た
け

神
社

の
社し
ゃ

家け

だ
っ
た
石い
し

村む
ら

悪あ
く

太た

郎ろ
う

義よ
し

秀ひ
で

の
墓
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

層そ
う

塔と
う

層
塔
は
通
常
３
重
や

５
・
７
・
10
・
13
重
で
す
が
、こ

こ
の
も
の
は
２
重
で
す
。
軸
部
の
４
面
に
彫

ら
れ
て
い
る
梵ぼ
ん

字じ
（
仏
の
名
前
な
ど
が
書
か

れ
た
、古
代
イ
ン
ド
の
文
字
）か
ら
、鎌
倉

時
代
末
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
分
か
り
ま

す
。
防
長
風
土
注
進
案
に
、こ
の
塔
は
金

峰
地
方
の
開
拓
者
だ
っ
た
権ご

ん

代だ
い

肥ひ

後ご

之の

助す
け

の
墓
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

板い
た

碑び

板
碑
は
死
者
の
め
い
福
を
祈
る

た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、墓
標
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。こ
の
板
碑
は
南
北
朝
時
代

（
14
世
紀
）の
も
の
と
い
わ
れ
、正
面
に
梵

字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

大だ
い

日に
ち

角か
く

塔と
う

婆ば

角
柱
状
の
供
養
碑
で
、正

面
に
梵
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
徳
元

年（
１
３
９
０
年
）と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、南
北
朝
時
代
末
期
に
建
立
さ
れ
た
も

の
と
分
か
り
ま
す
。

■
菅
蔵
の
地
を
中
世
か
ら
見
守
る

「
人
里
離
れ
た
こ
の
地
を
開
拓
す
る
と

い
う
こ
と
は
、そ
の
当
時
に
は
相
当
の
苦

労
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
今
で
こ
そ
木
や

草
が
茂
っ
て
い
ま
す
が
、辺
り
の
里
や
山
々

が
見
渡
せ
る
、見
晴
ら
し
の
い
い
丘
だ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
」
と
原
田
さ
ん
。
当
時
の

偉
業
の
持
ち
主
の
遺
物
群
は
、中
世
か
ら

菅
蔵
の
地
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

【
防
長
風
土
注
進
案
】

防
長
風
土
記
と
も
い
わ
れ
、江
戸

時
代
に
長
州
藩
が
作
っ
た
も
の
。

天
保
12
年（
１
８
４
１
年
）に
天
保
の
改

革
の
一
環
と
し
て
、各
町
村
ご
と
に
地

理
や
産
業
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
提

出
さ
せ
た
、村
々
の
明
細
帳
的
な
も
の

で
す
。
江
戸
末
期
の
農
村
構
造
を
知
る

た
め
の
貴
重
な
資
料
で
、本
市
で
は
鹿

野
・
熊
毛
地
域
と
徳
山
・
新
南
陽
地
域

の
一
部
に
つ
い
て
記
述
が
あ
り
ま
す
。

※

※

板碑に刻まれた梵字を「カーン・マーンと書
いてあり、不動明王を表します」と説明をす
る原田明さん

馬門

菅蔵

二俣橋

向道湖

大向小学校
●

●

道谷
国
道
３
１
５
号

県道徳山本郷線

↑鹿野

長穂↓
大
日
角
塔
婆

板
碑 層

塔
案
内
板

宝
篋
印
塔

菅蔵の石造塔碑
遺物群

「板碑」と「大日角塔婆」

層塔

遺
物
群
の
そ
ば
に
広
が
る
棚
田

■

菅す
げ

蔵ぞ
う

の
石せ

き

造ぞ
う

塔と
う

碑ひ

遺い

物ぶ
つ

群ぐ
ん
■

宝篋印塔

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■

■

菅
蔵
の
石
造
塔
碑
遺
物
群
■
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特
技
を
生
か
し
、竹
細
工
を
生
み
出
す

【
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
熊
毛
支
部
竹
細
工
部
】

マスコット付きの竹細工から、注文を受け作
る「そで垣」まで、多くの種類を手がけます

周南クラブの会員は、実力者ぞろい15人の女性の皆
さん。毎週３回、勤労福祉センターで技をみがきます

「
試
合
の
時
は
、チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
緊

張
し
な
い
よ
う
に
、励
ま
し
の
声
と
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
出
す
こ
と
に
努
め
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
、全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選

手
権
大
会
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
カ
ッ
プ
で
優
勝

し
た
「
周
南
ク
ラ
ブ
」
の
山
下
朱
美
さ
ん
。

こ
の
大
会
は
、日
本
卓
球
協
会
が
主
催
し
、

７
月
22
日
〜
25
日
に
北
九
州
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
優
勝
し
た
の
は
、60
歳
以
上

の
女
性
の
部
。
全
国
か
ら
28
チ
ー
ム
が
参

加
し
、試
合
は
４
シ
ン
グ
ル
ス
、１
ダ
ブ
ル
ス

の
団
体
戦
で
、先
に
３
勝
し
た
方
が
勝
ち

に
な
る
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
は
、山
下
さ
ん
と
、監
督
を
兼

務
す
る
河か

わ

村む
ら

泰や
す

子こ

さ
ん
、末す
え

田だ

玲れ
い

子こ

さ
ん
、

佐さ

伯え
き

佳よ
し

子こ

さ
ん
の
４
人
。
山
下
さ
ん
は「
全

員
が
、負
け
る
気
が
し
な
い
、と
い
う
く
ら

い
強
気
で
試
合
が
で
き
、持
て
る
力
の
１
２

０
％
を
出
し
き
れ
ま
し
た
」
と
ス
ト
レ
ー
ト

勝
ち
だ
っ
た
決
勝
戦
を
振
り
返
り
ま
す
。

中
学
１
年
生
か
ら
卓
球
を
始
め
、そ
の

後
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
す
る
な
ど
の
活
躍

を
し
て
き
た
山
下
さ
ん
は
、子
育
て
の
た
め

一
時
卓
球
を
離
れ
ま
し
た
が
、30
歳
代
か

ら
再
開
。「
家
族
や
周
り
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
る
か
ら
続
け
て
こ
れ
た
ん
で
す
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
話
し
ま
す
。

「
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
楽
し
く
練
習
し

て
、健
康
を
維
持
し
、ぜ
ひ
ほ
か
の
大
会
で

も
勝
利
を
収
め
た
い
で
す
ね
」
と
今
日
も

練
習
に
汗
を
流
し
ま
す
。

火
曜
日
の
午
前
中
、熊
毛
母
子
保

健
セ
ン
タ
ー
の
一
角
で
、和
気
あ
い
あ
い

と
竹
細
工
作
り
に
取
り
組
む
の
は
、竹

細
工
部
の
13
人
の
皆
さ
ん
。
竹
細
工

作
り
は
、平
成
５
年
に
「
竹
を
活
用
し

て
仲
間
づ
く
り
を
」
と
、老
人
ク
ラ
ブ

の
理
事
の
皆
さ
ん
が
始
め
ま
し
た
。

「
花
瓶
や
竹
ぼ
う
き
か
ら
作
り
始
め

ま
し
た
が
、ほ
か
の
竹
細
工
団
体
と
の

交
流
や
会
員
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
結

果
、複
雑
な
物
を
含
め
、種
類
も
ず
い

ぶ
ん
増
え
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
部
長

の
秋あ

き

山や
ま

渡
わ
た
る

さ
ん
。
皆
さ
ん
の
竹
細
工

は
、完
成
度
が
高
く
、価
格
も
安
い
と

バ
ザ
ー
な
ど
で
大
人
気
で
す
。
平
成
13

年
に
は
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
地
域
文
化
伝
承
館
に
、

県
の
代
表
と
し
て
出
展
も
し
ま
し
た
。

ま
た
市
内
の
小
学
校
や
保
育
園
な

ど
で
の
竹
細
工
の
指
導
を
通
し
て
、子

ど
も
や
保
護
者
と
も
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
が
あ

っ
て
活
動
が
で
き
ま
す
」
と
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
皆
さ
ん
。

「
楽
し
く
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
」
と

部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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こ
れ
か
ら

市
で
は
、策
定
さ
れ
た
施
策
を
総
合
的
、

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、今
後
、

次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

■
環
境
基
本
計
画
の
作
成

市
民
や
事
業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
、環
境
保
全
な
ど
に
関
す
る
長
期
的
な

目
標
や
施
策
の
大
綱
を
作
成
し
ま
す
。

■
施
策
を
策
定
す
る
と
き
の
配
慮

環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断
し
た

施
策
の
策
定
や
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、内
容

を
環
境
基
本
計
画
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

な
ど
環
境
保
全
に
つ
い
て
配
慮
し
ま
す
。

■
環
境
の
状
況
な
ど
の
公
表

毎
年
、環
境
の
状
況
や
、環
境
の
保
全

な
ど
の
施
策
の
状
況
を
把
握
し
、報
告
書

で
公
表
し
ま
す
。

■
推
進
体
制
の
整
備

環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、市

民
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

環
境
問
題
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
こ
と
と
し
て
、考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
環
境
を
守
る
た
め
に
節
水
や
節

電
な
ど
、小
さ
な
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ

環
境
政
策
課
1
０
８
３
４

―
22
―
８
３
２
４
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地
球
を
大
切
に
し
よ
う

主なお知らせ 

条
例
で
は
３
つ
の
基
本
理
念
を
も
と
に

市
民
や
事
業
者
、市
の
具
体
的
な
役
割
や

行
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

環
境
基
本
条
例
を
施
行

今
日
の
環
境
問
題
は
、廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
な
ど
身
近
な
地
域
の
問
題
か
ら
、

地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
規
模
の
問
題
ま
で
、広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は

主
に
、大
量
生
産
、大
量
消
費
、大
量
廃
棄
の
社
会
経
済
活
動
に
あ
り
、私
た
ち
の
日
常

生
活
や
事
業
活
動
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
に
、よ
り
良
い
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、み
ん
な
が
環
境
問
題
に
つ
い
て

考
え
、取
り
組
む
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、市
で
は
、環
境
に
対
す
る
基
本
理
念
や
市

民
・
事
業
者
・
市
な
ど
の
役
割
、更
に
市
の
施
策
の
基
本
方
針
を
条
例
に
定
め
、８
月
２

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
役
割

▼
日
常
生
活
に
使
う
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
節
約
し
、ご
み
の
減
量
な
ど
に
努
め
る

▼
積
極
的
に
環
境
の
保
全
な
ど
に
努
め
、

市
が
行
う
環
境
施
策
に
協
力
す
る

事
業
者
の
役
割

▼
公
害
を
防
止
し
、自
然
環

境
を
守
る
た
め
の
措
置
を

す
る

▼
加
工
・
販
売
し
た
製
品
な

ど
を
使
用
し
、不
要
に
な
っ
た

時
は
、リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
な
ど
、

適
正
な
処
理
を
す
る

▼
事
業
活
動
で
は
、再
生
資
源
の
利
用
な

ど
、環
境
に
配
慮
す
る

健全で恵み豊か
な自然を継承する

人と自然が共生
できる社会を築
くために、市民、
事業者、市など
が協力する

環境保全をみんなが
積極的に推進する

▼
積
極
的
に
環
境
保
全
な
ど
に
努
め
、市

の
行
う
環
境
施
策
に
協
力
す
る

市
の
役
割

▼
環
境
の
保
全
な
ど
の
基
本
的
、総
合
的

な
施
策
を
策
定
し
、実
施
す
る

基本方針
市の施策を策定する時は次の基本方

針に従って行います。
■大気、水、土壌などを良好な状態に保つ
■生態系を守る
■森林、農地、河川、海岸など身近な自然
環境を守り、人と自然とのふれあいをつくる
■資源及びエネルギーの有効利用やごみの
減量などを推進し、環境への影響が少ない
事業活動や日常生活への転換を促進する

3つの
基本理念
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「
敬
老
の
日
」記
念
行
事

対
象
に
な
る
人
は
75
歳
以
上
で
す

「
敬
老
の
日
」
記
念
行
事
が
各
地
区
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
対
象
に
な
る
人
は
75
歳

以
上
（
昭
和
４
年
12
月
31
日
以
前
生
ま

れ
）で
す
。
詳
し
く
は
、主
催
者
か
ら
案
内

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

主なお知らせ 

■
排
水
設
備
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
、今

ま
で
溝
や
河
川
に
流
さ
れ
て
い
た
汚
水
や

ト
イ
レ
か
ら
出
る
し
尿
を
下
水
道
に
流
す

こ
と
で
、自
然
環
境
を
守
り
、快
適
に
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
処
理
区
域
内

で
、下
水
道
を
利
用
し
て
い
な
い
家
庭
は
、

す
み
や
か
に
排
水
設
備
工
事（
下
水
道
管

に
接
続
す
る
工
事
）を
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

■
下
水
道
を
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
は
公
共
の
財
産
で
す
。
排
水
管

の
つ
ま
り
や
、処
理
場
の
機
能
の
低
下
を

防
ぐ
た
め
、下
水
道
に
野
菜
く
ず
な
ど
台

所
の
ご
み
や
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、紙
お
む
つ

の
よ
う
な
水
に
溶
け
な
い
紙
、た
ば
こ
、ガ

ム
な
ど
を
流
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
井
戸
を
使
用
す
る
家
庭
の
使
用
料

居
住
し
て
い
る
人
数
を
も
と
に
算
定
し

ま
す
。
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

く
み
取
り
式
便
所
や
浄
化
槽
を
改
造

し
て
、下
水
道
に
接
続
す
る
際
の
工
事
費

に
つ
い
て
、市
で
は
融
資
の
あ
っ
せ
ん
及
び
利

子
補
給
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
※
法
人

は
制
度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
融
資
限
度
額
／
１
件
（
大
便
器
１
か

所
）に
つ
き
５
万
円
〜
60
万
円

▼
利
子
補
給
／
１
件
に
つ
き
45
万
円
ま
で

▼
償
還
方
法
／
融
資
を
受
け
た
月
の
翌
月

か
ら
36
か
月
以
内
の
元
金
均
等
月
賦
償
還

■
問
合
せ

下
水
道
整
備
課（
排
水
設
備

工
事
）1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
１
１
、下
水

道
管
理
課（
使
用
料
、融
資
制
度
）1
０
８

３
４
―
22
―
８
４
１
３
ま
た
は
各
総
合
支
所

担
当
窓
口
。新
南
陽
1
０
８
３
４
―
61
―
３

０
７
３
、熊
毛
1
０
８
３
３
―
92
―
０
０
２

０
、鹿
野
1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
４

※
農
業
集
落
排
水（
須
々
万
・
高
瀬
区
域
）

は
、使
用
料
や
融
資
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
制

度
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
政
課

1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
６
１
へ
。

下
水
道
青
い
地
球
の
交
通
網

地
区
名

会
場

９
月
５
日（
日
）

大
島

太
華
荘

菊
川（
下
上
）
菊
川
小
学
校
体
育
館

９
月
11
日（
土
）

新
南
陽

新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

菊
川（
小
畑
）
小
畑
公
民
館

遠
石

遠
石
小
学
校
講
堂

９
月
12
日（
日
）

須
金

須
金
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

９
月
13
日（
月
）

中
須

中
須
小
学
校
講
堂

９
月
14
日（
火
）

大
向

大
向
小
学
校
体
育
館

９
月
15
日（
水
）

大
道
理

大
道
理
小
学
校
講
堂

菊
川（
花
河
原
）
花
河
原
公
民
館

長
穂

長
穂
小
学
校
体
育
館

９
月
18
日（
土
）

大
河
内

大
河
内
小
学
校
体
育
館

勝
間

勝
間
小
学
校
体
育
館

三
丘

三
丘
小
学
校
体
育
館

高
水

高
水
小
学
校
体
育
館

八
代

鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー

鹿
野

鹿
野
総
合
体
育
館

菊
川（
加
見
）
菊
川
中
学
校
体
育
館

９
月
19
日（
日
）

今
宿

今
宿
小
学
校
体
育
館

秋
月

秋
月
小
学
校
体
育
館

久
米

久
米
小
学
校
体
育
館

周
陽

周
陽
小
学
校
体
育
館

中
央

ピ
ピ
５
１
０
Ｌ
ホ
ー
ル

９
月
20
日（
祝
）

大
津
島

大
津
島
中
学
校
体
育
館

■
問
合
せ

高
齢
障
害
課
1
０
８
３
４
―

22
―
８
４
６
２
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
合

窓
口
。
新
南
陽
1
０
８
３
４
―
61
―
３
０

５
９
、
熊
毛
1
０
８
３
３
―
92
―
０
０
１

２
、鹿
野
1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
２

関
門

市
民
館
小
ホ
ー
ル

菊
川（
四
熊
）
四
熊
地
区
各
自
治
会
館

岐
山

岐
山
小
学
校
体
育
館

櫛
浜

櫛
浜
小
学
校
講
堂

桜
木

桜
木
小
学
校
体
育
館

粭
島

太
華
荘

須
々
万

沼
城
小
学
校
体
育
館

戸
田

戸
田
小
学
校
体
育
館

湯
野

紫
水
園

夜
市

夜
市
小
学
校
体
育
館

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日



情 報 ひ ろ ば  

都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
関
わ
る

素
案
の
縦
覧
と
公
聴
会

国
道
２
号
、戸
田a

時
安
西
〜
戸
田
上

椿
峠
の
幅
員
の
拡
幅
に
関
わ
る
素
案
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
の
日
時
と
場
所
／
９
月
１
日（
水
）

〜
28
日（
火
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、都

市
計
画
課
・
戸
田
支
所
・
周
南
土
木
建
築

事
務
所a

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

▼
公
述
の
申
し
出
と
公
聴
会
／
９
月
21

日（
火
）ま
で
に
公
述
の
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
は
、公
聴
会
を
９
月
28
日（
火
）14
時

か
ら
戸
田
支
所
で
開
催
▼
問
合
せ
／
都

市
計
画
課
1
22
―
８
４
２
６

西
光
寺
川
「
川
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

の
開
催
と
資
料
の
縦
覧

委
員
会
は
公
開
で
行
い
、資
料
を
縦
覧

し
ま
す
。
久
米
・
櫛
浜
地
区a

を
流
れ
る

西
光
寺
川
の
川
づ
く
り
に
、意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▼
委
員
会
の
日
時
と
場
所
／
９
月
６
日

（
月
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
、久
米
支

所a

▼
資
料
の
縦
覧
期
間
と
場
所
／
９

月
７
日（
火
）〜
21
日（
火
）、河
川
港
湾

課
・
県
周
南
土
木
建
築
事
務
所a

※
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。▼
意
見
の
提
出

期
限
／
10
月
５
日（
火
）▼
問
合
せ
／
河

川
港
湾
課
1
22
―
８
３
８
７
、県
周
南
土

木
建
築
事
務
所
1
21
―
３
５
９
３

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

９
月
１
日（
資
格
基
準
日
）現
在
で
作

成
し
た
、定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
、在
外
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所
／
９
月
３
日（
金
）〜
７

日（
火
）８
時
30
分
〜
17
時
、選
挙
管
理
委

員
会
▼
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
1
22
―
８
５
２
１

図
書
館
の
休
館

▼
休
館
日
／
▽
中
央
図
書
館a

、９
月
24

日（
金
）〜
30
日（
木
）▽
熊
毛
図
書
館
、９

月
29
日（
水
）〜
10
月
８
日（
金
）※
本
の

返
却
は
返
却
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。▼
問
合
せ
／
中
央
図
書
館
1
22
―
８

６
８
２
、熊
毛
図
書
館
1
92
―
０
１
７
９

国
民
宿
舎
湯
野
荘
の
休
荘

▼
休
荘
日
／
９
月
７
日（
火
）〜
９
日（
木
）▼

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
1
22
―
８
３
７
２

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
を

水
道
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
悪
質
な
訪
問

販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
水
道
局
で
は
、

水
道
管
に
取
り
付
け
る
浄
水
器
の
販
売

や
水
道
管
の
清
掃
サ
ー
ビ
ス
の
あ
っ
せ
ん
、

依
頼
の
な
い
水
質
検
査
、電
話
や
訪
問
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
水
道
局
工
務
課
1
22
―
８

６
１
０

除
草
剤
は
目
的
に
合
っ
た
も
の
を

除
草
剤
は
種
類
に
よ
っ
て
、散
布
場
所

や
散
布
方
法
、効
果
の
持
続
期
間
な
ど
が

違
い
ま
す
。
間
違
っ
た
選
択
や
使
用
を
す

る
と
、効
果
が
発
揮
で
き
な
い
ば
か
り
で
な

く
、有
用
な
植
物
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
除
草
剤
は
目
的
に
合
っ
た
も
の
を
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
産
業
振
興

課
1
92
―
０
０
１
４

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発

県
内
の
今
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は

61
人（
７
月
末
現
在
）で
、う
ち
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
27
人
と
全
体
の
４
割
を
越
え

（
本
市
で
は
死
者
数
６
人
中
２
人
が
高
齢

者
）、ま
た
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
引
き
起

こ
す
死
亡
事
故
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
は
、自
宅
周

辺
の
道
路
で
、身
体
機
能
の
低
下
や
ち
ょ
っ

と
し
た
判
断
ミ
ス
が
原
因
で
起
こ
す
も
の

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
普
段
以
上
に

安
全
に
気
を
付
け
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
生
活
安
全
課
1
22
―
８
２
４
０

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ご
み
の
野
焼
き
は
、人
に
迷
惑
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
、健
康
に
も
悪
い
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。法
律
で
も
厳
し
く
規
制
さ
れ
、

懲
役
５
年
以
下
も
し
く
は
罰
金
１
０
０
０

万
円
以
下
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
処
理
は
、市
が
行
う
ご
み

の
定
期
収
集
を
利
用
す
る
な
ど
、適
正
な

方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22

―
８
３
０
３

平成17年の成人式を来年1月

9日（日）に行います。対象は昭和

59年4月2日～昭和60年4月1日

生まれの人です。詳しくは、11月

の広報でお知らせします。

成人式実行委員を募集
［対象と定員］19歳～おおむね30

歳で夕方の会議に5回以上参加

可能な人、10人程度

［内容］式典の企画、運営と当日

のスタッフ

［申込み］9月15日（水）までに、

住所・氏名・年齢・電話番号・職

業または学校名を、郵送・ファック

ス・Ｅメールで、〒745―0004毛利

町2―2教育委員会生涯学習課

122―8697、522―8814、Ｅメー

ルed-shogai@city.shunan.yama

guchi.jp

お
知
ら
せ
 

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/
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下
水
道
指
定
工
事
店（
新
規
）

▼
業
者
名
／
今
川
産
商
1
（
防
府
市
）1

０
８
３
５
―
22
―
３
６
３
６
▼
問
合
せ
／

下
水
道
整
備
課
1
22
―
８
４
１
１

行
政
相
談

国
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
で
困
っ
た
と
き

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
９
月
30
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
1
61
―
３
０
９
８

9
月
の
子
ど
も
の
こ
と
相
談

不
登
校
、い
じ
め
、し
つ
け
、友
達
の
こ
と
、

進
路
の
こ
と
な
ど
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
９
月
７
日（
火
）・
24
日

（
金
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
、勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ーa

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

1
22
―
８
６
９
７

新
南
陽
地
域

9
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と

場
所
／
▽
９
月
14
日（
火
）10
時
〜
15
時
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ーb

▽
９
月
21
日（
火
）

９
時
〜
12
時
、和
田
公
民
館b

▼
問
合

せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

熊
毛
地
域

9
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
期
日
と
内
容
／
▽
９
月
６
日（
月
）、一

般
・
行
政
相
談
▽
９
月
13
日（
月
）、一
般
・

人
権
・
職
業
相
談
※
職
業
相
談
は
午
前
中

の
み
。▽
９
月
21
日（
火
）、一
般
・
交
通
相

談
▽
27
日（
月
）、一
般
相
談
▼
時
間
と
場

所
／
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時
、社
会
福
祉

協
議
会
熊
毛
支
部
▼
問
合
せ
／
社
会
福

祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92
―
０
０
２
７

鹿
野
地
域

9
月
の
心
配
ご
と
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
９
月
９
日（
木
）・
21
日

（
火
）10
時
〜
15
時
、鹿
野
公
民
館
※
９
日

は
行
政
相
談
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。▼

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
鹿
野
支
部

1
68
―
２
９
９
８

健
康
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
体
に
お
い
し
い
食
生
活
を
」

生
活
習
慣
病
を
食
生
活
の
面
か
ら
予

防
す
る
た
め
、自
分
に
合
っ
た
食
事
に
つ
い

て
、栄
養
士
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
と
場

所
／
９
月
16
日（
木
）９
時
30
分
〜
10
時

６
０
０
円（
６
５
６
０
円
）※
脳
検
査
を
合

わ
せ
て
受
診
す
る
場
合
は
９
万
３
６
０
０

円（
９
３
６
０
円
）で
す
。▼
問
合
せ
／
保

険
年
金
課
1
22
―
８
３
１
２

鹿
野
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
く
ら
ぶ
」

遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
を
通
し
て
、子
ど
も

と
母
親
の
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
と
場
所
／
▽
９
月
７
日（
火
）、鹿
野

保
育
園
▽
９
月
16
日（
木
）、こ
ど
も
す
く
す

く
セ
ン
タ
ーd

▽
９
月
21
日（
火
）、鹿
野
保

育
園
▽
９
月
28
日（
火
）、鹿
野
保
育
園
▼

時
間
／
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30
分
▼
問

合
せ
／
鹿
野
保
育
園
1
68
―
３
３
４
４

家
庭
介
護
セ
ミ
ナ
ー

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
介
護
方
法
を
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
／
10
月
13
日（
水
）・
26
日（
火
）、

11
月
５
日（
金
）・
17
日（
水
）い
ず
れ
も
13

時
30
分
〜
16
時
▼
場
所
／
天
王
園
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ーc

（
10
月
13
日
の
み

大
河
内
公
民
館c

）▼
定
員
／
30
人
程
度

▼
申
込
み
／
９
月
30
日（
木
）ま
で
に
、天

王
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
1
91
―
５

８
５
１
▼
問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
1
92
―
０
０
１
２

三丘小学校4年　青柳陽大
　

さん
平成16年度青少年非行防止推進周南大会の標語の部優秀賞

あおやぎたかひろ

30
分（
受
付
９
時
10
分
〜
）、徳
山
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
申
込
み
／
本
庁
健
康
増
進
課
1

22
―
８
５
５
３

に
こ
に
こ
歯
磨
き
学
級

▼
対
象
と
定
員
／
２
歳
６
か
月
以
上
４

歳
未
満
の
幼
児
と
そ
の
親
で
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
人
、10
組（
申
込
順
）▼
日
時
と

場
所
／
９
月
17
日（
金
）10
時
〜
、徳
山
保

健
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
栄
養
士
、歯
科
衛

生
士
に
よ
る
虫
歯
予
防
の
話
と
歯
の
磨
き

方
▼
持
参
物
／
母
子
健
康
手
帳
、タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
▼
申
込
み
／
９
月
３
日（
金
）か

ら
、本
庁
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３

国
民
健
康
保
険
宿
泊
人
間
ド
ッ
ク

の
内
容
と
料
金
が
変
わ
り
ま
す

８
月
25
日
か
ら
、新
南
陽
市
民
病
院
で

受
診
す
る
宿
泊
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目

に
、眼
底
・
眼
圧
検
査
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
変
更
に
伴
う
新
し
い
利
用
料
金
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
利
用
料
金
（
自
己
負
担
額
）／
６
万
５

おしえてね ぼくがよこみち それたとき

相
談
 

保
健
 

福
祉
 

血糖値はあなたの生活し

だいで変わります。生活習

慣記録機を使って、生活習

慣を見直しましょう。

［日時と場所］9月27日（月）9

時～11時、徳山保健センター

［申込み］本庁健康増進課

122―8553

糖尿病予防相談会
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職
種
と
採
用
人
数
／
消
防
吏
員（
消

防
士
）、10
人
程
度

受
験
資
格
／
●
昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
、大
学
を
卒
業
ま
た
は

来
春
卒
業
見
込
み
の
人

●
昭
和
58

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、短
期
大

学（
高
専
を
含
む
）を
卒
業
ま
た
は
来

春
卒
業
見
込
み
の
人

●
昭
和
59
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、高
校
を
卒

業
ま
た
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
●

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
、高
校
以

上
を
卒
業
ま
た
は
来
春
卒
業
見
込
み

の
人

１
次
試
験
の
日
時
と
場
所
／
10
月
17

日（
日
）９
時
〜
、住
吉
中
学
校a

受
験
申
込
み
期
間
／
９
月
１
日（
水
）

〜
21
日（
火
）

申
込
書
の
配
付
／
市
消
防
本
部
、各
消

防
署
、出
張
所
、分
遣
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、切
手
１

４
０
円
分
を
同
封
し
て
、〒
７
４
５
―
０

０
５
６
新
宿
通
５
―
１
―
３
市
消
防

本
部
総
務
課
1
22
―
８
７
５
４

職
種
と
採
用
人
数
／
▽
介
護
職
員
、４

人
▽
生
活
相
談
員
、１
人

受
験
資
格
／
▽
介
護
職
員
は
、昭
和
40

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、介
護
福

祉
士
資
格
を
持
つ
ま
た
は
来
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
▽
生
活
相

談
員
は
、昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
、社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
を

持
つ
ま
た
は
来
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人

試
験
の
日
時
と
場
所
／
10
月
17
日

（
日
）、社
会
福
祉
事
業
団
事
務
局

受
験
申
込
み
期
限
／
９
月
22
日（
水
）

申
込
書
の
配
付
／
社
会
福
祉
事
業
団

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、郵
送
を

希
望
す
る
人
は
、切
手
１
４
０
円
分
を

同
封
し
て
、〒
７
４
５
―
０
８
４
４
速
玉

町
３
―
15
社
会
福
祉
事
業
団
事
務
局

（
水
道
局
４
階
）1
22
―
８
６
７
９

消
防
職
員

社
会
福
祉
事
業
団
職
員

職
員
募
集

■家
庭
の
省
エ
ネ
診
断

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

は
年
々
増
加
し
て
い
て
、地
球
温
暖
化
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、各
家
庭
が
具
体
的

な
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、診
断
員
が
調
査
を
希

望
す
る
家
庭
を
訪
問
し
、家
庭
の
状
況
か

ら
省
エ
ネ
手
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
の
家
庭
、50
世
帯
程
度

（
申
込
順
）▼
診
断
日
／
10
〜
12
月
で
都

合
の
良
い
日
、１
〜
２
時
間
程
度
▼
申
込

み
／
９
月
２
日（
木
）〜
17
日（
金
）に
、環

境
政
策
課
1
22
―
８
３
２
４

読
書
感
想
画

好
き
な
本
を
読
ん
で
、感
想
や
イ
メ
ー

ジ
を
自
由
に
絵
に
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
、12
月
１
日（
水
）
〜
12
日

（
日
）に
中
央
図
書
館a

に
展
示
し
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
の
幼
児
〜
小
学
生
▼
規

格
／
４
つ
切
り
ま
た
は
８
つ
切
り
の
紙
に
、

ク
レ
ヨ
ン
、パ
ス
テ
ル
、水
彩
絵
の
具
な
ど
自

由
▼
申
込
み
／
絵
の
裏
に
読
ん
だ
本
の
名

前
・
学
校
学
年（
年
齢
）・
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
、11
月
20
日（
土
）ま
で
に
、郵
送
ま
た

は
持
参
で
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐
山
通

２
―
７
中
央
図
書
館
1
22
―
８
６
８
２

ペ
ッ
ト
供
養
希
望
者

徳
山
動
物
園
で
死
ん
だ
動
物
と
、一
般

か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ
た
ペ
ッ
ト
の
供
養
祭

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
と
場
所
／
９
月
22
日（
水
）10
時

30
分
〜
11
時
30
分
、徳
山
動
物
園
▼
申
込

み
／
９
月
20
日（
祝
）ま
で
に
、住
所
・
氏

名
・
動
物
の
種
類
・
愛
称
・
死
亡
年
月
日

を
、は
が
き
・
封
書（
生
前
の
写
真
が
あ
れ

ば
同
封
）・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、〒
７
４
５
―
０
８

７
４
徳
山
５
８
４
６
徳
山
動
物
園
1
22
―

８
６
４
０
、5
22
―
８
６
４
１

棚
田
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

中
須
北
地
区a

の
棚
田
の
あ
る
風
景

を
写
真
に
撮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
規
格
／
カ
ラ
ー
・
白
黒
と
も
縁
な
し
Ｌ

サ
イ
ズ
、
未
発
表
作
品
に
限
る
▼
申
込

み
／
写
真
の
裏
に
題
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、10
月
31
日（
日
）ま
で

に
、郵
送
ま
た
は
持
参
で
、〒
７
４
５
―
０

５
１
２
中
須
南
２
５
５
７
―
１
中
須
支
所

内
「
棚
田
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
箱
」▼
問

合
せ
／
農
政
課
1
22
―
８
３
５
６
、棚
田

清
流
の
会
桑
田
さ
んa

1
89
―
０
９
５
０

「
ゆ
め
風
車
ま
つ
り
」ス
タ
ッ
フ
と

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

10
月
11
日（
祝
）に
永
源
山
公
園b

で

行
う
「
ゆ
め
風
車
ま
つ
り
」の
ス
タ
ッ
フ
と
フ

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

募
集
 

募 
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10
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

■
健
や
か
ラ
イ
フ
の
た
め
の
健
康
講
座

日
時
と
場
所
／
10
月
２
日
〜
23
日
の

毎
週
土
曜
日（
全
４
回
）10
時
30
分
〜

12
時
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

■
日
常
生
活
と
美
学

日
時
と
場
所
／
10
月
５
日
・
12
日
の
い

ず
れ
も
火
曜
日（
全
２
回
）13
時
〜
14

時
30
分
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

■
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
神
」、ス
ピ
ノ
ザ
の

「
神
」、そ
し
て

日
時
と
場
所
／
10
月
６
日
・
13
日
の
い

ず
れ
も
水
曜
日（
全
２
回
）18
時
30
分

〜
20
時
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

■
い
ず
れ
も

定
員
／
40
人（
申
込
順
）

受
講
料
／
１
０
０
０
円

申
込
み
／
９
月
２
日（
木
）

か
ら
、講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
、は
が

き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５

―
０
０
７
１
岐
山
通
１
―
４
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
1
22
―
８
６
９
０
、5
22
―
８

８
１
６
、Ｅ
メ
ー
ルch

u
o-k
o@
city
.

shunan.yam
aguchi.jp

講
座

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
の
人

※
中
学
・
高
校
生
は
保
護
者
の
承
諾
が
必

要
で
す
。▼
申
込
期
限
／
９
月
30
日（
木
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
募
集

数
／
50
区
画
程
度
※
飲
食
品
は
販
売
で

き
ま
せ
ん
。▼
出
店
料
／
１
区
画（
２
m
×

２
m
）１
０
０
０
円
▼
申
込
期
限
／
９
月

24
日（
金
）

い
ず
れ
も

▼
申
込
み
／
永
源
山
公
園

管
理
事
務
所
1
63
―
７
８
９
９

「
西
徳
山
い
け
い
け
フ
ェ
ス
タ
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
日
時
と
場
所
／
10
月
９
日（
土
）９
時

〜
16
時
、Ｊ
Ｒ
戸
田
駅
前
広
場a
※
雨

天
の
場
合
は
翌
日
に
開
催
し
ま
す
。▼
出

店
料
／
１
区
画（
２
m
×
２
m
）１
０
０
０

円
▼
申
込
み
／
９
月
22
日（
水
）ま
で
に
、

夜
市
公
民
館a

1
62
―
２
７
０
７

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

▼
職
種
と
採
用
人
数
／
事
務
職
、１
人
▼

受
験
資
格
／
昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、大
学
を
卒
業
し
た
人
▼
採
用

期
日
／
11
月
１
日
▼
試
験
の
日
時
と
場

所
／
10
月
３
日（
日
）９
時
30
分
〜
13
時
、

徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
受
験
申
込
み

期
間
／
９
月
１
日（
水
）〜
22
日（
水
）▼

申
込
書
の
配
付
／
社
会
福
祉
協
議
会
本

部
及
び
各
支
部
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、郵

送
を
希
望
す
る
人
は
、切
手
１
４
０
円
分

を
同
封
し
て
、〒
７
４
５
―
８
５
２
９
速
玉

町
３
―
17
社
会
福
祉
協
議
会
本
部
1
22

―
２
１
１
５

周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
徳
山
駅
ビ
ル
）を

会
場
に
開
催
す
る
講
座
で
す
。

シ
ス
ア
ド
合
格
テ
ク
ニ
ッ
ク
応
用
編（
後
編
）

▼
日
時
／
９
月
15
日（
水
）〜
10
月
15
日

（
金
）の
間
に
全
９
回
、17
時
15
分
〜
20
時

15
分
▼
受
講
料
／
２
０
０
０
円
▼
講
師
／

杉
林

す
ぎ
ば
や
し

伸の
ぶ

繁し
げ

さ
ん
・
森も
り

野の

茂し
げ

弘ひ
ろ

さ
ん（
山
口

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
）

機
械
設
計
技
術
者
試
験
対
策
講
座

▼
日

時
／
９
月
30
日（
木
）〜
11
月
18
日（
木
）

の
間
に
全
８
回
、18
時
30
分
〜
20
時
▼
受

講
料
／
２
０
０
０
円
▼
講
師
／
藤ふ
じ

満み
つ

達た
つ

朗ろ
う

さ
ん（
徳
山
高
専
）

い
ず
れ
も

▼
申
込
み
／

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
、電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、企
画
調
整
課
内

「
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ

ジ
事
務
局
」
1
22
―
８
４
７
８
、5
22
―

８
４
７
５
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w

w
.city.yam

aguchi.jp/hp/kikaku/

）

か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

支
所
の
窓
口
で
更
新
し

て
く
だ
さ
い（
住
所
地
に

よ
り
更
新
場
所
が
異
な
り
ま
す
）。

更
新
期
間
／
９
月
13
日（
月
）〜
30
日

（
木
）※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

更
新
に
必
要
な
も
の
／
旧
保
険
証（
遠

隔
地
保
険
証
が
必
要
な
人
は
更
新
後

の
保
険
証
と
印
鑑
、本
市
に
住
所
が
な

い
学
生
は
在
学
証
明
書
）

問
合
せ
／
保
険
年
金
課
1
22
―
８
３

１
２
、ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。

新
南
陽
1
61
―
３
０
４
５
、熊
毛
1
92

―
０
０
３
５
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

周
南
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

９月の納付
●国民健康保険料　4期
●介護保険料　　　4期

災害などの特別な事情で、期限内に国民

健康保険料を納めることが困難になった

場合は、早めに相談してください。

問合せ／保険年金課122―8312

保
険
料
が
未
納
の
人
は
、更
新
時
ま

で
に
必
ず
完
納
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
方
法
／
▽
保
険
料
完
納
世
帯
は
、

９
月
30
日（
木
）ま
で
に
、新
し
い
保
険

証
を
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、窓
口
更

新
を
希
望
し
て
い
た
人
は
、引
き
続
き

窓
口
で
の
更
新
に
な
り
ま
す
。▽
保
険

料
未
納
世
帯
は
、本
庁
ま
た
は
各
総
合

講
座
・
講
演
 

保険証



■大
津
島
ポ
テ
ト
健
康
マ
ラ
ソ
ン

▼
日
時
と
場
所
／
12
月
５
日（
日
）９
時

30
分
〜
開
会
式
、大
津
島
小
学
校
A
▼

部
門
／
▽
２
d
＝
小
学
１
〜
３
年
生
、小

学
４
〜
６
年
生
、フ
ァ
ミ
リ
ー（
親
１
人
と

３
歳
〜
小
学
３
年
生
の
子
ど
も
２
人
以

内
）▽
３
d
＝
中
学
生
、高
校
生
以
上
▽
５

d
＝
高
校
生
以
上
、50
歳
以
上
▽
11
d
＝

高
校
生
以
上
▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
６
・
５
d
＝

フ
リ
ー
▼
定
員
／
同
伴
観
覧
者
を
含
み
７

０
０
人
（
申
込
順
）▼
参
加
料
（
１
種

目
）／
高
校
生
以
下
１
人
１
０
０
０
円
、一

般
１
人
２
０
０
０
円
、フ
ァ
ミ
リ
ー
１
組
２

５
０
０
円
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
１
人
１
５
０
０

円
▼
申
込
み
／
９
月
15
日（
水
）〜
10
月

15
日（
金
）に
、申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
可
）に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

ス
ポ
ー
ツ
課（
市
陸
上
競
技
場
そ
ば
）
※

土
・
日
曜
日
、祝
日
及
び
平
日
の
17
時
15

分
〜
21
時
は
体
育
協
会（
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
内
）へ
。▼
問
合
せ
／
市
民
ス
ポ

ー
ツ
課
1
28
―
８
８
８
３

新
南
陽
地
域
「
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
」

▼
対
象
と
定
員
／
新
南
陽
地
域
に
在
住

ま
た
は
通
勤
す
る
人
、１
チ
ー
ム
４
人
が
40

組（
申
込
順
）▼
日
時
と
場
所
／
10
月
２

日（
土
）８
時
〜
、徳
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▼
競
技
方
法
／
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
で
個
人
戦
及
び
団
体
戦
▼
参
加
費

（
税
込
み
）／
１
万
２
０
０
０
円
※
メ
ン
バ

ー
は
９
０
０
０
円
▼
申
込
み
／
９
月
１
日

（
水
）〜
24
日（
金
）に
、体
育
協
会
新
南

陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８

身
に
付
け
よ
う
応
急
手
当

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」で
す
。こ
の

機
会
に
応
急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

救
急
フ
ェ
ア

▼
日
時
と
場
所
／
９
月
９

日（
木
）10
時
〜
12
時
、ゆ
め
タ
ウ
ン
新
南

陽
▼
内
容
／
救
急
救
命
処
置
の
実
演
と

心
肺
そ
生
法
な
ど
の
指
導
、健
康
相
談
、

血
圧
測
定

普
通
救
命
講
習
会

▼
日
時
と
場
所
／

９
月
11
日（
土
）
13
時
〜
16
時
、東
消
防

署a

▼
内
容
／
心
肺
そ
生
法
、止
血
法
な

ど
▼
申
込
み
／
消
防
本
部
、最
寄
り
の
消

防
署

い
ず
れ
も

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部a

1
22
―
８
７
６
２
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ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、一
旦
契
約
し

て
も
、契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
一
定
の
期
間
内
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
通
知
」
を
出
せ
ば
、無
条
件
に
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
で

冷
静
に
考
え
る
余
裕
も
な
く
契
約
し

て
し
ま
っ
た
人
に
、頭
を
冷
や
し
て
も
ら

う
期
間
を
与
え
る
も
の
で
す
。

解
約
で
き
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
指

定
が
あ
り
、期
間
も
8
〜
20
日
間
と
異

な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
は
必
ず
書

面
で
行
い（
記
載
例
を
参
考
）、コ
ピ
ー

を
と
っ
た
う
え
で
、「
配
達
記
録
」
ま
た

は「
簡
易
書
簡
」で
出
す
と
確
実
で
す
。

ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る

場
合
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
へ
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
通
知
を
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
ご
と
は

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
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こ
れ
ま
で
掲
載
し
て
き
た
相
談
の
中
に
、解
決
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

何
度
か「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
い
う
制
度
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、そ

の「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

消
費
生
活 

の
知
恵 
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/
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平
成
○
年
○
月
○
日
に
自
宅
に
お
い

て
貴
社
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
○
○
○
○
氏
に

勧
め
ら
れ
、﹇
商
品
名（
金
額
）﹈の
購
入
契

約
を
し
ま
し
た
が
、都
合
に
よ
り
解
約
し

ま
す
。

支
払
い
済
み
の
○
○
円
を
返
金
し
、商

品
を
引
き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

平
成
○
年
○
月
○
日

山
口
県
周
南
市
○
○
町
○
○
番
地

氏
名

○
○
○
○
　
印

○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番
地

○
○
株
式
会
社

代
表
責
任
者

様

記
載
例（
販
売
店
用
）

ス
ポ
ー
ツ
 

催
し
 

徳山港 

大津島 
★ 

第15回目の記念大会。
名物いも汁の無料サー
ビスや海産物の即売も
行います。



他
市
に
比
べ
て
広
報
の
紙

質
が
良
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

現
在
使
用
し
て
い
る
紙

は
、古
紙
配
合
率
１
０
０
％

の
再
生
紙
で
す
。
漂
白
し
て

あ
る
た
め
、上
質
の
紙
を
使
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
古
紙
配
合
率
１
０

０
％
の
紙
は
需
給
の
関
係
か
ら
漂
白

度
が
低
い
も
の
が
な
く
、古
紙
配

合
率
１
０
０
％
で
漂
白
度
が
低
い

も
の
を
使
お
う
と
す
れ
ば
、特
注
に

な
り
、紙
代
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
お
、皆
さ
ん
に
好
評
な
１
日
号
の
表
紙
の
カ

ラ
ー
は
、こ
れ
ま
で
広
報
と
は
別
に
発
行
し
て
い

た
文
化
会
館
や
美
術
博
物
館
の
カ
ラ
ー
広
告
を

裏
表
紙
に
取
り
込
む
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。

別
々
に
発
行
し
て
い
た
時
に
比
べ
る
と
、全
体
の

経
費
が
節
減
で
き
、ま
た
、広
報
を
配
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
自
治
会
長
さ
ん
な
ど
の
負
担
も
軽
く

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ

広
報
広
聴
課
1
22
―
８
２
３
２

1

【火災件数】5件（本年累計41件 ）

8月30日～9月5日は防災週間です。地震や風水害に対する備えを再確認しましょう

【交通事故件数】●死亡事故0人（本年累計 6人）●傷者数97人（本年累計541人）

この時期から、日が落ちるのが早くなります。早めの点灯を心がけ、反射材などを活用しましょう

「動物園のドキドキサマースクール」
（9月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分
■岐北テレビでもご覧になれます。

【人口】157,335人（前月比－107）

［男］75,695人（前月比－58）［女］81,640人（前月比－49）
●出生119人 ●死亡118人　●転入392人　●転出500人

【世帯】65,288世帯（前月比－42）

平成16年8月1日現在

平成16年7月の発生件数

■パソコンリサイクルとボランティア募集
企業や個人などで不要となったパソコンを、
希望する障害者にあっせんしています。また、
在宅障害者のパソコン使用方法などのサポ
ートを行うパソコンボランティアを募集します。
［問合せ］県障害者社会参加推進センター
1083―928―5432、5083―928―5436

■「生活に役立つリハビリ」講演会
［日時と場所］10月2日（土）10時～11時30
分、鹿野公民館※入場は無料です。
［講師］中村敏浩さん（鹿野博愛病院リハビリ科）
［問合せ］徳山医師会事務局121―2995

■要約筆記の研修会（中国ブロック）
関心のある人はどなたでも参加できます。

［日時と場所］9月12日（日）10時～15時30分、
新南陽ふれあいセンター※参加費1000円。
［問合せ］「要約筆記えんぴつ」伊達さん
1090―9466―8333

■外国人のための日本語講座
県内在住で日本語が話せない外国人に、

日本語や生活習慣などを教えます。身近に
住んでいる外国人にご案内ください。
［日時と場所］9月16日～12月9日の毎週木
曜日19時～21時、市民館A
［問合せ］&県国際交流協会1083―925
―7353

■熊毛歌謡祭
［日時と場所］9月5日（日）12時～、サンウイ
ング熊毛※入場は無料です。
［問合せ］熊毛歌謡連盟田中さん191―
0357

■周南能楽連盟の謡曲・仕舞教室
［期日］9月～来年１月の毎週月曜日※昼と
夜の部があります。受講料は1万円です。
［申込み］9月6日（月）までに観世流は岩崎さ
んA121―3185、宝生流は木原さんB163
―1098

■えびす様（七福神の１つ）デザイン募集
従来の「えびす様」にとらわれない、あなた

がイメージする夢のある「えびす様」の全体
像を、手に何かを持たせて書いてください。
［応募規定］Ａ4版、色彩自由
［申込み］9月30日（木）までに、〒745―
0032銀座2―9徳山商店連合協同組合（街
あい内）131―3040

■まちづくり標語の募集
都市再生のための合い言葉を募集します。

［応募規定］はがき1枚につき1点
［申込み］12月31日（金）までに、住所・電話番
号・氏名・年齢・性別・職業・応募部門（一
般・中学生以下）・作品を書いて、〒102―
0094千代田区紀尾井町3―32まちづくり月間
実行委員会標語募集係103―3262―3491

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
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19 2004/SEPTEMBER/1

問
題

路
線
バ
ス
の
原
点
で
あ
る
乗
合

馬
車
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
の
は

誰
で
し
ょ
う
。

q
パ
ス
カ
ル

w
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ

e
平
賀
源
内

応
募
方
法

９
月
13
日（
月
）必
着
で
、

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
、市
政
や
広
報
の

記
事
に
対
し
て
の
意
見
・
感
想
、郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

書
い
て
、〒
７
４
５
―
８
６
５

５
岐
山
通
１
―
１
周
南
市

広
報
広
聴
課
「
ク
イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

e
ア
テ
ネ

応
募
総
数
は
82
通
で
、正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
人
が
当
選

し
ま
し
た
。
伊
藤
利
郎
さ
ん
、鈴
木
茂
さ

ん
、竹
安
利
江
さ
ん
、原
田
繁
子
さ
ん
、

守
政
い
く
子
さ
ん

●編集後記●
自家用車社会に慣れきって、

バスや電車などの公共交通機

関を利用するのは、わずか年数

回程度、という人が多いと思い

ます。しかし、路線バスが主要交

通手段である地域が多い本市

では、もしバス路線がなかったら、

と考えるとぞっとします。環境に

も優しい公共交通機関、もっと

見直したいですね。

抽選
で５
人へ

図書
カー
ド

プレ
ゼン
ト

お便り

ヒント
6ページを
ご覧ください

！



【プログラム】 
●シベリウス : 交響詩「フィンランディア」 Op.26 
大迫力! 美しいフィンランドの情景と熱い愛国心にあふれた、あまりにも有名な作品。 
約100年前、ロシアへの民衆の抵抗運動を精神的に後押しし、中間部は「フィンラン
ディア賛歌」と呼ばれ、検閲を逃れながら当時歌詞付きで盛んに歌われました。 

●ショパン　ピアノ協奏曲第1番ホ短調 Op.11 
●ショパン　ピアノ協奏曲第2番ヘ短調 Op.21

ピアノ/ケヴィン・ケナー 
第12回ショパン国際ピアノコンクール 
最高位受賞 
 
生粋のアメリカ人だが、幼少の頃からポーラン
ド人教師よりレッスンを受ける。チャイコフスキー
国際コンクール第3位受賞、また第12回ショパ
ン国際ピアノコンクールでは最高位受賞、アメ
リカ人として二人目の快挙をなしとげる。優雅
さと力強さを兼ね備えたトップ・クラスのピアニ
スト。2002年6月の東京でのソロコンサート
はNHKでも放送された。 

ショパン国際ピアノコンクールとは 
ショパンの故国ポーランドの首都ワルシャワで1927年に創設され、５年に１度開催さ
れます。数ある国際音楽コンクールの中で、権威、レベルの高さの両面で狭き門とし
て、世界中のピアニストが憧れる栄誉あるコンクール。これまでにブーニン、アルゲリッ
チ、アシュケナージら数々のスターを輩出しています。 
 
ワルシャワ国立フィルハーモニー管弦楽団 
1901年創設。世界の若き才能が集うショパン・コンクールのいよいよ最終選考。厳し
い選考をくぐり抜けてきた最後の課題はワルシャワ・フィルとのピアノ協奏曲共演。ま
さにショパン・コンクールはワルシャワ・フィルとともにあります。また映画「戦場のピア
ニスト」のラストシーンに登場したり、浜崎あゆみ、ELTらエイベックスの歌手のヒット
曲をクラシック調にアレンジしたアルバムを出したりと幅広く活躍するオーケストラ。 

9/19（日）15：00 周南市文化会館 
Ｓ席6,500円　Ａ席5,500円　Ｂ席4,500円　Ｃ席3,500円　 
学生（小中高生）2,000円（税込み）※文化振興財団会員300円割引 

開演 

0834-22-8787周南市文化会館よりお知らせ 

好評  

発売中
 

率いるのはベルリン・フィルなど 
多くの一流楽団を指揮するアントニ・ヴィット。 
ワルシャワ・フィルとコンクールの覇者２人の夢の響宴 !   
圧巻は“ピアノ協奏曲連続演奏”。 

世 界 第 一 級 の オ ー ケ スト ラ が 周 南 市 へ 。 

大阪と周南だけのスペシャル企画。周南市文化振興財団、西京銀行、西京教育文化振興財団が毎年お送りする、 
一流のクラシックコンサートシリーズ。 驚きの低価格でお送りしています。 

すぐれた感性と知性そして柔軟性 

ピアノ/フィリップ・ジュジアーノ 
第13回ショパン国際ピアノコンクール 
最高位受賞 
 
フランス生まれ。ケヴィン・ケナーが最高位を受
賞した第12回ショパン国際ピアノコンクールで
は17歳で最年少入賞を果たす。再度挑戦で見
事第13回ショパン国際ピアノコンクール最高
位受賞。澄んだ美しい音色を持つピアニストと
してトップグループの一角で活躍中。 

安定した技巧とベル・カントの表現 

｢帽子・立像｣ 1974（昭和49）年 

平成16年 7月30日（金）～9月20日（月･祝） 

■開館時間 ： 午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで） 
■休館日 ： 月曜日〔ただし9月20日（月･祝）は開館〕 
■観覧料 ：  一般 900円（800円）　大学生 600円（500円）  18歳以下無料 
　　　　　（　）内は前売および団体（20名以上） 
■主　催 ： 周南市美術博物館、KRY山口放送、読売新聞西部本社 
■後　援 ： 山口県、山口県教育委員会、下松市、光市、大和町、田布施町および各教育委員会 

■日時 ：  9月4日（土）、 9月18日（土） 
　　　　 各回午後2時から 〈参加料無料〉 

■解説 ：  周南市美術博物館学芸員  赤 松  祐 樹 

■関連イベント■ 

ギャラリートーク 
（担当学芸員による展示解説） 

佐藤忠良展 
さ　 とう　ちゅう　りょう 

周南市美術博物館 TEL（0834）22-8880 FAX（0834）22-8886

第14回 西京コンサート 

ワルシャワ国立 ワルシャワ国立 ワルシャワ国立 
フィルハーモニー管弦楽団 フィルハーモニー管弦楽団 フィルハーモニー管弦楽団 

広
報
し
ゅ
う
な
ん
編
集
／
周
南
市
広
報
広
聴
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1

1
0834 -22 -8232

5
0834 -22 -8224

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

Eメ
ー
ル
は
T
O
Pペ
ー
ジ
の
「
主
な
公
共
施
設
」
か
ら
各
課
へ

古
紙
100％

再
生
紙
使
用
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